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さまざまな行事食
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日本には、季節ごとにお正月やお月見などの年中行事があり、行事やお祝いの日に食べる特別な料理を「行事食」といいます。
　１月の行事食には、お正月に食べる【おせち料理・雑煮】や１月７日に
無病息災を願って食べる【七草粥】などがあります。２月の行事食には、
節分の時に食べる【福豆・恵方巻き】があります。
○おせち料理○
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おせち料理とは？
正月の三が日におせち料理を食べるのは、正月の三日間女性が休養

できるようにとよく言われます。

しかし本来は、お迎えした年神様が静養できるよう台所で騒がしく

しないため、かまどの神様に休んでいただくというところから来て

います。そのため、おせち料理は収穫物の報告や感謝の意をこめ、

その地域でとれた食材と乾物を日持ちがするよう、煮たり焼いたり

酢でしめたりして、年末から用意します。
主なおせち料理の意味
黒豆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数の子
黒には魔よけの力が有るとされ、　　　　　　数の子はニシンの卵で、卵の数が多い
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まめに働き(勤勉)、まめに暮らせる(健康)　　 ことから子孫繁栄を願って縁起物
ことを願って食べられます。　　　　　　　　として食べられます。
　　
海老　　　　　　　　　　　　　　　　　　田作り(ごまめ)　

海老は腰が曲がるまで長生きしようと　　　　田畑の高級肥料として片口イワシが

いう長寿の願いが込められています。　　　　使われていたことから、豊作を願って　

また赤色は魔よけの色ともいわれています。　食べられた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗きんとん

　　　　　　　　きんとんは「金団」と書き、その色から黄金色に輝く財産を表わし　　　　　　　　
　　　　　　　　　富を得る縁起物とされています。また、山の幸である栗は、
　　　　　　　　　「勝ち栗」と言って今年も豊かでありますようにという願いが込
　　　　　　　　　められています。

　　　　　　　　　









